
Ⅱ．事業評価個表（令和4年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 厚真町学校給食センターアレルギー室増設工事事業

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：第4次厚真町総合計画
基本目標1：人が輝くあつま
基本目標2：学校教育の充実（施策項目2－4「健やかな体を育む子供の育成」）
・栄養バランスの取れた豊かな食事を提供し、子どもたちの健康の保持増進を図り、食物アレルギーに対する
 適切な対応や食事時間、特別活動などを通した食育の推進に努めます。
目標：アレルギー室を増設することにより、アレルギー給食を安全に調理提供することが可能となり、児童生徒
の教育環境の向上を図ります。

目標：アレルギー給食提供日におけるアレルギー調理室稼働率100％（令和6年度）
　　　（アレルギー給食提供日におけるアレルギー調理室稼働日÷アレルギー給食提供日×100）
※アレルギー給食提供日：約200日

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 厚真町
交付金事業実施場所 厚真町新町

交付金事業の概要

 現在アレルギー給食調理は、仕切り壁の無い調理室内のアレルギー調理専用スペースで行っています。
小麦粉を使用するメニューの場合、小麦粉が飛散し給食に混入する恐れがあります。このことから安全
性を確保するため、独立したアレルギー調理室を増設するものであります。
・アレルギー室増築　22.75㎡
・前室　5.16㎡

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

アレルギー給食提
供日におけるアレ
ルギー調理室稼
働率100％

アレルギー給食提
供日におけるアレル
ギー調理室稼働日
÷アレルギー給食
提供日×100

成果実績 ％

目標値 ％ 100

達成度 ％ 0.0%

評価年度の設定理由
本工事が令和4年度で完了し、令和5年度の成果指標を集計するため、令和6年度に評価します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本事業により上記施設の増築工事を行う事で、一般給食とアレルギー対応給食の調理場所が完全に分離
されることにより、小麦粉などの飛散による混入の可能性が無くなり、今後も安心安全な給食を提供す
ることで、児童生徒の食の健康並びに教育環境の向上を図ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0% 0.0% 0.0%

年度

アレルギー調理室の増設
活動実績 式 1
活動見込 式 1

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

総事業費 32,560,000

うち経済産業省分 16,894,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 16,894,000
うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 生涯学習課
交付金事業の評価課室 生涯学習課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
アレルギー室増設 指名競争入札 有限会社　木本建設 32,560,000


